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平成29年度 富士山憲章山梨県推進会議幹事会の開催 

 平成29年５月24日（水）富士山世界遺産センター北館研修室において、平成

29年度富士山憲章山梨県推進会議幹事会が開催されました。 

 当会議は、山梨県と富士北麓地域の７市町村（富士吉田市、西桂町、忍野

村、山中湖村、富士河口湖町、鳴沢村、身延町）と２つの恩賜林組合（富士吉田

市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合、鳴沢・富士河口湖恩賜県有財産保護組

合）で構成されており、平成10年に山梨・静岡両県で制定された「富士山憲章」

の普及啓発や富士山の環境保全と適正利用を推進する活動を行っています。 

 年に１度行われる幹事会では、富士山憲章山梨県推進会議（事務局 富士山

世界遺産センター）の活動報告や決算報告、本年度の事業内容や予算を決定

します。当日は、当会議の事務局長をはじめ、構成市町村・団体の担当者が出

席しました。 

富士山憲章ニュース 

富士山憲章山梨県推進会議 幹事会の様子 

平成28年度活動報告 

 「富士さんへ謹賀新年」の返礼として、前年度の応募者に送付していた「富士山からの年賀

状」を、「富士山からの暑中見舞い」に変更し、夏富士の写真に富士山憲章の行動規範を添え

て送付しました。 

 また、山梨県と共催で開催している「富士山レンジャー写真展」については、富士山憲章の全

国的な普及のため、また山梨県以外の多くの人にも富士山の現状を認識して頂き、環境保全

への関心を高めてもらう目的で、東京都内や神奈川県内などでも開催しました。 

平成28年度送付 

富士山からの暑中見舞い 

 その他、「富士北麓駐車場キャンペーン」や「富士山エコトレッキング」、「富士さんへ謹賀新年」等についても、県内

外から多くの方々に参加していただきました。 

 

平成29年度事業内容 

 富士山ボランティアセンターでは、富士山憲章の理念である「保護と適正な利用」のもとに、本年度も活動していきま

す。 

 例年実施している「富士北麓駐車場キャンペーン」は、どのような活動なのかより分かりやすくするため「富士山美化啓

発キャンペーン」と名称を変更し実施します。本年度は７月15日（土）～17日（月）、８月10日（木）

～16日（水）の合計10日間、山梨県立富士北麓駐車場で実施します。啓発物品を配布しながら

富士山環境保全募金 募集のお知らせ 

 富士山ボランティアセンターでは、富士山の環境を保全していくために、皆様からの募金・寄付

を受付けております。皆様より寄せられた募金は、富士山の環境保全のための費用として大切に

活用させていただきます。皆様のご理解とご協力の程、宜しくお願いいたします。 

設置場所 

・ 富士山ボランティアセンター 

・ 富士山五合目総合管理センター 

・ 道の駅富士吉田 

・ ふじやまビール 

・ 山梨県富士山科学研究所 

・ 三つ峠グリーンセンター 

・ 富士湧水の里水族館 

・ 山中湖観光案内所 

・ 山中湖 紅富士の湯 

・ 山中湖 花の都公園 

・ 富士河口湖観光総合案内所 

・ 河口湖自然生活館 

・ 道の駅なるさわ 

・ なかとみ和紙の里 

・ 湯之奥金山博物館 

保全や登山のマナーを呼びかけるとともに、駐車場内の清掃活動も行います。 

 また、昨年多くの応募をいただいた「富士山エコトレッキング」も、夏と秋の２回、奥庭～富士山

五合目～御中道のコースで開催します。第１回目の開催は７月29日（土）に親子・学生向けで実

施します。清掃活動を行うとともに、富士山の自然や歴史の解説、環境保全のレクチャーを受け

ながらトレッキングします。興味のある方は本誌裏面をご確認下さい。 

 その他にも、「富士さんへ謹賀新年」事業やメールマガジン・ニューズレターによる情報の発信、

富士山や周辺地域で美化活動をする方々へゴミ袋や軍手、啓発物品の提供など、富士山の環

境保全と適正利用の周知をより一層推進していきます。 

夏の御中道 

清掃活動する団体に

提供するゴミ袋、軍手 



 

山 梨 か ら 富 士 を 見 る 

毛 無 山 （身延町） 1945.4m 

 

富
士
山
の
西
、
朝
霧
高
原
の
向
こ
う
に
天
子

山
塊
と
呼
ば
れ
る
山
の
連
な
り
が
見
え
る
。
そ

の
中
で
一
番
高
い
山
が
毛
無
山
で
あ
る
。 

 

山
の
東
側
か
ら
登
る
の
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う

だ
が
、
今
回
は
西
側
、
身
延
町
下
部
湯
之
奥

コ
ー
ス
を
紹
介
し
た
い
。 

 

登
山
口
ま
で
は
駅
か
ら
の
距
離
も
遠
く
、
バ

ス
も
通
っ
て
い
な
い
た
め
、
車
か
タ
ク
シ
ー
が

お
す
す
め
。
登
山
口
に
５
台
程
度
駐
車
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
行
程
中
ト
イ
レ
は
な
い
。 

 

行
程
は
終
始
、
植
林
帯
・
高
木
帯
を
歩
く
た

め
展
望
は
少
な
め
だ
が
、
林
床
に
咲
く
花
が
季

節
に
よ
っ
て
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
。
突
如
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
前
期

ま
で
操
業
さ
れ
て
い
た
と
い
う
、
甲
斐
金
山
の

遺
跡
が
現
れ
る
。
標
高
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に

位
置
す
る
谷
あ
い
だ
が
、
水
場
も
あ
る
。
設
置

さ
れ
た
説
明
版
に
よ
る
と
、
大
名
屋
敷
や
女
郎

小
屋
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。
か
つ
て
の
賑
わ
い

を
想
像
し
な
が
ら
歩
く
の
も
良
い
。 

 

富
士
見
ポ
イ
ン
ト
は
第
二
地
蔵
峠
と
山
頂
。

ど
ち
ら
も
展
望
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
に
北
ア
ル
プ
ス
が
望
め
る
大
岩
も
あ
る
。
こ

の
日
は
山
頂
付
近
と
富
士
山
の
周
り
に
雲
が
か

か
り
富
士
山
は
望
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
山

頂
で
休
憩
し
な
が
ら
粘
っ
た
結
果
、
一
瞬
富
士

が
頭
を
見
せ
て
く
れ
た
。 

毛無山山頂から見た富士 雲の中、一時間以上粘って現れた感動の瞬間 

登
山
道
状
況
・詳
細 

身
延
町
役
場
観
光
課 

問

い
合

わ

せ

先 
 
 

 
 
 

０
５
５
６-

４
２-

２
１
１
１
（代
表
） 

下部温泉 

国道300号方面 

三角点1945.4m 

湯之奥井之頭林道登山口 890m 

北アルプス展望台に登る 

天気が良い日は見晴らしが良い 

 

山
梨
・
山
の
グ
レ
ー
デ
ィ

ン
グ

は
「３
Ｂ
（転

倒

の

際
、
転
落
・滑
落
事
故
に

つ
な
が
る
）」。
急
斜
面
を

横
切
る
地
点
や
、
高
低
差

１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
上

り
下
り
す
る
の
で
登
山
経

験
と
体
力
が
必
要
。 

 

※ 

毛
無
山
の
最
高
地
点

は
１
９
６
４
メ
ー
ト
ル
の
場

所
だ
が
、
今
回
は
三
角
点

と
山
梨
百
名
山
の
標
柱
が

設
置
さ
れ
て
い
る
地
点
を

山
頂
と
し
た
。 

中山金山遺跡の大名屋敷跡 

集落の一番高い場所にある 

第二地蔵峠 

甲斐金山跡 
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富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
の
特
別
保

護
地
区
、
及
び
車
両
乗
り
入
れ
規
制
地

区
内
の
林
内
・
原
野
等
に
自
動
車
、
バ

イ
ク
、
自
転
車
等
を
乗
り
入
れ
る
事
は

自
然
公
園
法
に
基
づ
き
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
規
制
に
も
か
か
わ
ら

ず
違
反
者
が
後
を
絶
た
な
い
た
め
、
環

境
省
、
山
梨
県
、
富
士
吉
田
警
察
署
、

関
係
市
町
村
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
等

関
係
者
が
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
活

動
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
４

月

15

日
に
第
一
回
目
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

車輌乗り入れ規制区域マップ 

富士山世界遺産センターでの開会式（５月30日） 

 

５
月
30
日
、
山
梨
県
・
静
岡
県
・
神

奈
川
県
が
合
同
で
富
士
箱
根
伊
豆
地
域

に
お
い
て
、
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
、
拡
大
防
止
を
図
る
為
、
一

斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。 

２
０
１
７
年 

４
月
～
６
月 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
富
士
山
の
環

境
保
全
と
適
正
な
利
用
の
推
進
を
目
的

と
し
て
、
平
成
18
年
度
よ
り
、
２
名
体
制

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
方
自
治
体
の

組
織
と
し
て
は
、
東
京
都
レ
ン
ジ
ャ
ー
に

次
い
で
二
番
目
の
設
立
と
な
り
ま
す
。
日

平
成
25
年
度
ま
で
は
4
名
で
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
を
受
け
て
増
員
し
、
現
在
は
7
名

で
年
間
を
通
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

富

士
山
の
美
し
い
自
然
と
文
化
を
守
る
た

め
、
富
士
北
麓
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
夏

山
開
山
時
期
の
富
士
山
安
全
登
山
啓
発
、

清
掃
活
動
、
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
富

士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展
の
実
施
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
は 富士山世界遺産センターにて撮影 

 

山
・
静
・
神
合
同 

 

不
法
投
棄
防
止
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル 

車
輌
乗
り
入
れ
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル 

新
任
レ
ン
ジ
ャ
ー
紹
介 

 

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
時
代
か
ら

約
九
年
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
で
毎
日
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

活
躍
を
見
て
い
ま
し
た
。
歴
代
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
教
え
を
い
つ
も
心
に
、
自
然

の
大
切
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
人
々
に
伝

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

山
梨
に
住
み
、
富
士
山
の
礼
拝
所
と

し
て
古
く
か
ら
の
信
仰
の
山
、
三
ッ
峠

に
何
度
も
登
っ
て
い
ま
し
た
が
、
富
士

は

眺

め

る

ば

か

り

で

し

た
。
レ

ン

ジ
ャ
ー
に
な
り
、
富
士
山
と
自
然
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
知
ら

さ
れ
る
毎
日
で
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

当
日
の
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
担
当
区
域

に
お
い
て
、
大
型
ラ
ジ
カ
セ
、
電
気
こ

た
つ
等
の
家
電
品
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
、
ビ
デ
オ
ラ
ッ
ク
等
の
不
法
投

棄
を
発
見
し
、
報
告
し
ま
し
た
。 

原田 隆史 櫻井 美穂 



72%

28%

利用したい

状況に応じて利用したい

利用したくない 0%

94%

6%

分かりやすかった 分りにくかった

98%

2%

良かった 改善すべき

富士山世界遺産センターだより４号 
 

前
回
（３
号
）紹
介
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
を
学

ぶ
た
め
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
、
昨
年
６

月
22
日
の
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
の
３
月
末
ま
で
に
利
用
し
た
学

校
数
は
、
下
見
も
含
め
１
６
５
校
、
児
童
・

生
徒
数
５
７
６
４
人
、
引
率
者
数
９
４
６

人
、
視
察(

教
育
委
員
会
、
校
長
会
、
教
員

団
体
、
大
学
生
等
）が
49
団
体
、
８
８
６
人

で
し
た
。 

    

受
講
し
た
学
校
団
体
50
校
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 

 

「下
見
の
時
よ
り
、
て
い
ね
い
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
で
す
。
」 

「最
初
に
文
化
遺
産
の
理
由
（キ
ー
ワ
ー

ド
）を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
良
か
っ

た
。
」 

「予
定
よ
り
早
く
到
着
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
快
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」 

「生
徒
へ
の
注
意
喚
起
の
言
葉
を
改
善
し
て

欲
し
い
。
」 

「わ
か
り
や
す
い
説
明
で
、
中
学
生
・小
学

生
に
も
富
士
山
が
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、

芸
術
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
、
山
梨
県
民
と

し
て
誇
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
、
理
解
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
」 

  

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
参
考
に
、
今

後
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
よ
り
多
く
の
学
校
団
体
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

    

葛
飾
北
斎
が
描
い
た
冨
嶽
三
十
六
景
に

は
、
富
士
見
の
名
所
と
な
っ
た
各
地
の
名
勝

や
信
仰
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
物
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
冨
嶽
三
十
六
景
を
と
お
し
て

見
え
て
く
る
世
界
遺
産
富
士
山
の
魅
力
を

紹
介
し
ま
す
。 

 

●
開
催
期
間 

 

７
月
26
日
（水
）～
９
月
25
日
（月
） 

●
開
催
場
所 

 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
南
館 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

富
士
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

※ 

展
示
の
観
覧
に
は
、
南
館
の
入
館
料
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
し
込
み
は
HP
よ
り

学
校
団
体
見
学
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
ご
提
出

く
だ
さ
い
。 

小学校  100校  
県内 36校 

県外 64校 

中学校 35校 
県内 ９校 

県外 26校 

高校 26校 
県内 12校 

県外 14校 

特別支

援学校 

県内 ２校 
７校 

県外 ５校 

（内訳） 
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
択
に
つ
い
て 

内
容
に
つ
い
て 

「
て
い
ね
い
な
説
明
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
子

ど
も
た
ち
も
興
味
を
も
っ
て
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
」 

「
難
し
い
内
容
を
分
か
り
や
す
く
、
説
明
し

て
い
た
だ
い
た
。
」 

「
施
設
が
き
れ
い
で
、
中
学
生
も
興
味
が
持

て
る
内
容
で
し
た
。
映
像
が
多
く
分
か
り

や
す
か
っ
た
よ
う
で
す
。
」 

「
小
学
４
年
生
に
と
っ
て
は
、
北
館
の
展
示

物
も
あ
わ
せ
て
見
学
す
る
こ
と
で
、
富
士

吉
田
方
面
や
富
士
山
に
関
す
る
学
習
が
深

ま
る
と
感
じ
ま
し
た
。
」 

「
解
説
員
の
先
生
に
よ
っ
て
で
す
が
、
声
が

小
さ
く
他
の
団
体
も
い
た
の
で
、
聞
き
づ
ら

か
っ
た
。
」 

 

職
員
の
対
応
に
つ
い
て 

今
後
の
利
用
に
つ
い
て 

「機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

用
い
て
学
習
し
た
い
。
」 

「展
示
が
す
ば
ら
し
く
、
生
徒
用
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
も
見
学
時
間
内
で
で
き
る
内
容
で

大
変
良
か
っ
た
。
」 

   

「富
士
山
の
学
び
の
中
心
に
な
る
よ
う
、
今

後
も
広
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
」 

「ガ
イ
ド
で
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
富
士
山
に
つ
い
て
新
た
な
課
題
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」 

「初
め
て
の
世
界
遺
産
教
室
は
非
常
に
分

か
り
や
す
い
説
明
で
し
た
。
館
内
め
ぐ
り

ガ
イ
ド
に
行
く
際
に
必
要
な
情
報
で
し

た
。
」 

「一
定
の
期
間
を
あ
け
、
生
徒
に
本
日
と
同

様
の
内
容
で
学
習
活
動
を
考
え
た
い
。
」 

全
体
の
感
想
や
要
望 

企
画
展 

「再
現 

冨
嶽
三
十
六
景
の
世
界
」 

28%

56%

14%

2%

自由めぐり（ワークシートやタブレットによる自主学習）

館内めぐりガイド（スタッフが館内を案内する）

世界遺産教室（座学による学習）

自然観察路めぐりガイド



富士山憲章（行動規範） 

一．富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一．富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一．富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一．富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一．富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくこと目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 
（富士山世界遺産センター北館内） 
TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 
E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/maillmagazine/
regist.html 

富士山エコトレッキング（親子・学生向け）  参加者募集中 

イベント情報 

「富士山にゴミを持ちこまない、捨てない、気づいたゴミは拾う」という趣旨のもと、清掃活動に加え、富士山の自然や文化に

ふれあいながら環境保全を考える機会として、富士山エコトレッキングを開催します。 

 

開催日時 平成29年7月29日（土） 8:20～16:30（予定） 

開催コース 奥庭～富士山五合目～御中道 

   奥庭（約1㎞）や御中道（約3㎞）は、比較的平坦な遊歩道で、天気の良い日には

   富士山頂や富士四湖、南アルプスなどが一望できます。 

集合場所 富士山世界遺産センター 北館玄関 

対象  親子・家族連れ、学生 先着順 30名 

申込方法 富士山ボランティアセンターのHPより申込書をダウンロードし、必要事項をご記 

   入の上FAX、メールもしくは持参してください。 

   http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/topics/

   ecotre_h29_no1.html 

募集期間 6月5日（月）～7月14日（金）まで 

持ち物等 トレッキングに適した服装、昼食、飲み物、 

   雨具（カッパ） 

雨天時  前日17:00時点の予報で、降水確率は50%を超える場合 

   は安全を考慮し中止となります。お申込の際の連絡先 

   へのご連絡となりますので、連絡のとれる電話番号をお 

   知らせください。 

富士山レンジャー写真展2017 巡回展示中 

山梨県富士山レンジャーが撮影した美しい風景や植物、富士山が抱えている問題などを紹介

しています。富士山レンジャーならではの視点で撮られた写真をぜひご覧ください。 

7月9日（日）～7月21日（金）   mont-bellモンベル渋谷店  

7月29日（土）～8月11日（祝）  mont-bellモンベル御徒町店 

8月19日（土）～9月1日（金）   mont-bellモンベル京橋店 

9月1日（火）～9月15日（金）   山梨県立図書館 

9月6日（水）～10月31日（火）  NPO法人富士山クラブ もりの学校    

10月1日（日）～10月25日（水）  富士山レーダードーム館 

10月26日（木）～11月10日（金）  河口湖ショッピングセンターBELL 


